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ユネスコ世界遺産（文化遺産）シリーズ

　

オ
ア
ハ
カ
は
、
メ
キ
シ
コ
の
南

部
に
位
置
し
、
十
六
世
紀
の
初
め

に
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
時
代
の

都
市
計
画
を
模
範
と
し
て
碁
盤
目

状
に
形
成
さ
れ
た
歴
史
地
区
で
あ

る
。
街
の
中
に
は
、
教
会
や
中
央

広
場
な
ど
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
の
美

し
い
建
造
物
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。
ま
た
、
古
代
遺
跡
の
モ
ン

テ
・
ア
ル
バ
ン
（
オ
ア
ハ
カ
の
西

部
約
十
㌔
㍍
に
位
置
）
は
、
オ
ル

メ
カ
、
サ
ポ
テ
カ
、
ミ
シ
ュ
テ
カ

の
人
び
と
が
千
五
百
年
以
上
に
わ

た
っ
て
居
住
し
て
き
た
場
所
で
、

台
地
、
ダ
ム
、
運
河
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
や
古
墳
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
特
に
先
住
民
の
文
化
を
強
く

残
し
て
い
る
。

（
一
九
八
七
年
に
文
化
遺
産
と
し

て
登
録
）

㈳
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟



天
平
建
築
の
修
理
と
復
元
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と
復
元
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修
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と
復
元
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と
思
わ
れ
る
。
年
輪
年
代
調
査
も
そ
う
し
た
科
学
的

手
法
の
一
つ
で
、
金
堂
の
場
合
は
垂た
る

木き

が
七
八
一
年

に
伐
採
さ
れ
た
木
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

建
築
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
金
堂
の
年

代
に
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
決
着

し
た
と
云
っ
て
よ
い
。
そ
の
他
に
も
正
面
の
扉
の
彩

色
文
様
な
ど
創
建
当
初
の
形
状
が
判
る
貴
重
な
発
見

が
各
種
あ
っ
た
が
、
修
理
自
体
は
建
物
の
今
ま
で
の

歴
史
を
尊
重
し
て
部
材
も
可
能
な
限
り
再
利
用
し
、

補
強
も
屋
根
裏
で
行
っ
た
た
め
に
、
竣
工
し
た
姿
は

修
理
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
但
し
鴟
尾
は
痛

み
が
激
し
い
た
め
取
替
え
た
。

　

次
に
こ
れ
か
ら
解
体
修
理
を
行
う
の
が
薬
師
寺
東

塔
で
、
現
在
は
調
査
用
の
足
場
で
ス
ッ
ポ
リ
と
覆
わ

れ
て
い
る
。
四
月
に
は
一
旦
足
場
を
外
し
、
本
年
中

は
旧
来
通
り
そ
の
美
し
い
姿
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

後
に
本
格
的
な
素
屋
根
を
建
設
し
て
約
八
年
間
は
そ

の
中
で
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
修
理
が
必

要
と
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
心
柱
の
下
方
が
腐
っ
て

大
き
な
空
洞
を
生
じ
た
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
心
柱

鈴木嘉吉

自
体
が
不
安
定
に
な
っ
て
相
輪
が
傾
い
て
い
る
。
薬

師
寺
は
藤
原
京
で
創
建
さ
れ
た
後
、
遷
都
に
伴
っ
て

平
城
京
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
本
尊
や
建
物
が
旧

都
か
ら
運
ば
れ
た
の
か
新
都
で
造
っ
た
の
か
が
、
美

術
史
や
建
築
史
の
永
年
の
論
争
の
的
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
修
理
で
の
解
決
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

巨
大
な
校あ
ぜ

倉く
ら

造
り
の
正
倉
院
正
倉
も
今
調
査
中
で

あ
る
。
瓦
の
破
損
や
軒
の
垂
下
が
目
立
ち
、
今
回
の

修
理
は
屋
根
の
葺
替
え
と
軒
の
補
強
が
中
心
と
な
る

が
、
建
物
が
大
き
い
だ
け
に
数
年
が
か
り
の
工
事
が

予
想
さ
れ
、
来
年
に
は
素
屋
根
の
建
設
も
始
ま
る
。

唐
招
提
寺
金
堂
の
場
合
も
修
理
中
に
は
現
場
見
学
会

が
度
々
開
か
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
奈
良
時
代

の
文
化
や
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す
る
姿
が
み

ら
れ
た
が
、
薬
師
寺
・
正
倉
院
と
も
同
様
に
修
理
工

事
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
特
に
正
倉
院
は

普
段
、
人
が
近
づ
け
な
い
だ
け
に
高
い
関
心
が
集
ま

り
そ
う
で
あ
る
。

　

一
方
平
城
宮
跡
で
は
、
先
年
復
元
さ
れ
た
朱
雀
門

の
真
直
ぐ
北
に
第
一
次
大
極
殿
正
殿
が
二
○
○
一
年

の
着
工
以
来
九
年
間
か
か
っ
て
よ
う
や
く
完
成
し

た
。
大
極
殿
は
天
皇
の
即
位
な
ど
国
家
的
な
儀
式
を

行
っ
た
当
時
最
高
級
の
建
築
で
、
遷
都
千
三
百
年
祭

で
も
主
会
場
と
な
っ
て
四
月
か

ら
公
開
さ
れ
る
。
正
面
約
四
四

㍍
、
奥
行
約
二
○
㍍
、
高
さ
約

二
七
㍍
の
二
重
屋
根
の
建
物

で
、
東
大
寺
大
仏
殿
に
次
ぐ
大

建
築
で
あ
る
。
国
産
の
ヒ
ノ
キ

を
用
い
て
構
造
や
形
式
は
忠
実

に
奈
良
時
代
に
復
元
し
た
が
、

安
全
の
た
め
基
壇
に
は
免
震
装

置
を
取
り
付
け
た
。
興
福
寺
中

金
堂
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
匹
敵
す
る

規
模
で
、
こ
ち
ら
は
一
重
裳も

階こ
し

付
と
い
う
天
平
時
代
の
新
型
仏

堂
の
第
一
号
の
建
築
で
あ
る
。
興
福
寺
は
一
七
一
七

年
の
火
災
で
伽
藍
が
焼
失
し
た
あ
と
永
く
中
心
部
分

が
欠
け
た
寂
し
い
姿
で
あ
っ
た
が
、
創
建
千
三
百
年

に
当
る
今
年
、
約
三
百
年
ぶ
り
に
中
金
堂
を
立
柱
・

再
建
す
る
。
興
福
寺
は
度
々
の
火
災
に
逢
い
乍
ら
そ

の
都
度
創
建
当
初
の
伽
藍
を
復
興
し
て
き
た
が
、
今

回
も
創
建
時
の
規
模
・
構
造
の
完

全
復
元
で
、
正
に
「
天
平
回
帰
」

を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

天
平
建
築
の
修
理
や
復
元
が
間

近
か
に
見
ら
れ
る
機
会
は
ご
く
限

ら
れ
て
い
る
。
修
理
で
は
新
発
見

や
古
代
技
術
の
解
明
が
期
待
さ
れ

る
し
、
復
元
で
は
現
代
の
工
匠
た

ち
が
伝
統
に
挑
む
姿
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
奈
良
で
は
天
平
文

化
が
今
も
大
き
く
息
吹
い
て
い
る

の
で
あ
る
。　

　

今
年
遷
都
千
三
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た

奈
良
で
は
、
平
城
京
に
営
ま
れ
た
大
寺
院
や
宮
殿
跡

に
、
天
平
建
築
の
修
理
や
復
元
が
相
次
ぎ
、
一
寸
し

た
古
代
建
築
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
修

理
で
は
国
宝
唐
招
提
寺
金
堂
が
昨
年
十
一
月
に
竣
工

し
た
の
に
續
い
て
国
宝
薬
師
寺
東
塔
が
着
工
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
宝
正
倉
院
正
倉
は
修
理
前
の
調

査
を
行
っ
て
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
復
元
で
は
平
城

宮
第
一
次
大
極
殿
正
殿
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
興
福
寺
中

金
堂
は
基
壇
の
整
備
を
終
わ
っ
て
本
年
は
立
柱
式
を

迎
え
る
。

　

こ
こ
に
あ
げ
た
建
物
は
い
ず
れ
も
規
模
が
大
き
く

奈
良
時
代
を
代
表
す
る
第
一
級
の
建
築
ば
か
り
で
、

今
ま
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
建
物
の
修
理
や
復
元
が
集

中
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
奈
良
で
は
薬

師
寺
の
伽
藍
復
興
が
三
十
数
年
前
か
ら
「
国
土
荘

厳
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
興
福
寺

の
今
回
の
合
言
葉
は
「
天
平
の
文
化
空
間
の
再
構

成
」
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
建
物
が
限
ら
れ
て
い
る
中

で
、
復
元
に
よ
っ
て
古
代
空
間
が
実
感
で
き
る
場
を

再
現
す
る
こ
と
も
文
化
財
保
護
の
一
分
野
で
あ
る
。

今
、
奈
良
は
か
つ
て
の
「
青
丹
よ
し
奈
良
の
都
」
と

う
た
わ
れ
た
姿
を
少
し
づ
つ
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と

云
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
そ
の
近
況
を
以
下
お
伝

え
し
よ
う
。

　　

ま
ず
唐
招
提
寺
金
堂
は
現
存
す
る
天
平
時
代
の
唯

一
の
金
堂
で
、
そ
の
屋
根
に
は
当
初
の
鴟し

尾び

が
残
り

「
天
平
の
甍
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
年
間
調
査
工
事
を
行
っ
た

あ
と
二
○
○
○
年
に
解
体
修
理
に
着
手
し
、
二
○
○

九
年
に
竣
工
し
た
。
実
質
十
一
年
半
に
及
ぶ
大
修
理

で
、
一
棟
の
建
物
と
し
て
は
明
治
末
年
に
行
っ
た
東

大
寺
大
仏
殿
と
並
ぶ
長
期
間
の
事
業
で
あ
る
。
今
回

の
修
理
の
特
色
は
柱
の
内
倒
れ
と
い
う
、
古
代
建
築

に
と
っ
て
は
宿
命
的
な
構
造
上
の
弱
点
を
、
ど
の
よ

う
に
補
強
す
れ
ば
今
後
永
く
建
物
を
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
主
眼
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
構
造
解
析
が
中
心

的
役
割
を
荷
な
っ
た
。
構
造
解
析
と
い
う
の
は
大
き

な
ビ
ル
を
新
築
す
る
際
の
構
造
計
算
に
用
い
ら
れ
る

科
学
的
手
法
で
、
今
ま
で
伝
統
木
造
建
築
で
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
鉄
骨
造

や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
違
っ
て
伝
統
木
造
は
部

材
の
数
が
格
段
に
多
く
、
し
か
も
木
材
同
士
の
め
り

込
み
や
ス
べ
リ
が
生
じ
る
た
め
、
接
合
部
の
強
さ
の

数
値
化
が
き
わ
め
て
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
唐
招
提

寺
金
堂
の
場
合
は
部
材
数
が
約
二
万
、
そ
の
接
点
は

約
一
万
五
千
で
、
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
中
に
と
り
込
ん
で
、
地
震
の
際
の
建
物
の
変

形
状
況
や
補
強
材
を
加
え
た
時
の
効
果
を
調
べ
た
。

そ
の
基
礎
的
数
値
を
得
る
た
め
に
建
物
の
一
部
を
実

物
大
で
作
っ
て
加
力
実
験
を
行
っ
た
。
そ
し
て
補
強

方
法
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
文
化
財
建
造
物
の
修

理
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
広
く

採
り
入
れ
ら
れ
て
修
理
技
術
の
向
上
に
資
す
る
も
の

こ
う
し
ょ
う

解体修理を行う薬師寺東塔

現存する天平時代の唯一の金堂として知られる唐招提寺金堂

復元された平城宮跡、第一次大極殿正殿

profile

よ
み
が
え
る
わ
が
国
初
の
本
格
的
都
市・平
城
京
の
偉
容
を
見
る

（すずき　かきち） 1928年東京都生まれ。日本建築史専攻。元奈良国立文化財研究所長

平
成
の
大
修
理
成
る

平
城
京
遷
都
千
三
百
年
の

記
念
の
年
に

天
平
へ
の
回
帰

い
ら
か
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日中韓3カ国語で流暢にスピーチする　芸大：三田村　有純　先生

し
ょ
う

か 

し
ゅ
う

千人が参集した大祈祷法会 第5回日中韓文化交流フォーラム会議の様子
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仏
教
フ
ォ
ー
ラ
ム・筆
会
も
盛
況

今
年
は
日
本
開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
議・

「
青
少
年
交
流
の
強
化
」を
提
言

み
ょ
う

 　
　

 

「
日
中
韓
文
化
交
流
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

 

㈶
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団

事
務
局
次
長  

村
木　

茂
（
む
ら
き　

し
げ
る
）

共
通
の
文
化
基
盤
を
持
つ
東
ア
ジ
ア
の
三
ヵ
国
の
文
化
交
流
の

力
は
、政
治
や
経
済
の
壁
を
乗
り
越
え
、

各
国
民
の
相
互
理
解
を
推
進
す
る

　

日
本
・
中
国
・
韓
国
と
い
う
共
通
の
文
化
的
背
景
を
持
つ

東
ア
ジ
ア
の
三
カ
国
で
、
文
化
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
を

深
め
、
友
好
関
係
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
「
第

五
回
日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
た
め
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
四
日
〜
十
七
日
に
中
国
・
揚
州
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
、
当
地
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ

た
の
は
、
鑑
真
和
上
が
大だ
い

明め
い

寺じ

の
住
職
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う

ご
縁
、
唐
の
時
代
に
揚
州
で
官
職
を
務
め
、
中
国
文
化
を
自

国
に
も
た
ら
し
た
韓
国
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
崔さ
い

致ち

遠え
ん

と
い
う
人
と
の
ご
縁
か
ら
で
す
。
三
カ
国
の
文
化
交
流
に
は

う
っ
て
つ
け
の
地
で
し
た
。
今
回
は
平
和
と
仏
教
の
進
む
べ

き
道
を
探
る
「
仏
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
筆ふ
で

会か
い

」

と
呼
ば
れ
る
中
国
で
は
一
般
的
な
、
即
興
で
の
書
や
墨
絵
等

の
制
作
会
が
全
体
会
議
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
会

議
に
は
、
国
際
交
流
基
金
か
ら
二
名
（
松
尾
修
吾
理
事
、
大
海

渡
憲
夫
参
与
）、
当
財
団
か
ら
二
名
（
玉
井
賢
二
顧
問
、
私
）。

ま
た
、「
仏
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
は
、
唐
招
提
寺
の
西
山
明
彦げ
ん

執
事
、
法
隆
寺
の
大
野
正
法ぼ
う

執
事
、
奈
良
西
ノ
京
・
薬
師
寺
の

松
久
保
伽
秀
執
事
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
筆
会
」

へ
は
、
漆
芸
作
家
で
東
京
藝
術
大
学
教
授
の
三
田
村
有あ
り

純す
み

先
生
、

陶
芸
作
家
で
文
星
芸
術
大
学
講
師
の
佐
伯
守も
り

美よ
し

先
生
、
書
道

家
で
宇
都
宮
大
学
准
教
授
の
中
島
宗そ
う　
こ
う

先
生
に
ご
参
集
を
仰

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
十
名
で
、
上
海
に
向
け
て
出
発
。
上
海
で

中
日
友
好
協
会
の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
、
揚
州
ま
で
高
速

道
路
を
ひ
た
走
り
、
途
中
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
、
四
時
間

以
上
か
け
て
到
着
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
京
か
ら
は
山
田
重

夫
公
使
と
国
際
交
流
基
金
の
藤
田
安
彦
主
任
、
上
海
か
ら
は

石
井
哲
也
首
席
領
事
た
ち
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

韓
国
の
皆
さ
ん
も
、
南
京
か
ら
同
日
到
着
。
こ
の
日
は
、
謝

正
義
揚
州
市
長
か
ら
、
中
華
料
理
と
し
て
は
あ
っ
さ
り
味
の

揚
州
料
理
で
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
は
い
よ
い
よ
本
番
。
午
前
九
時
に
開
会
式
が
行
わ
れ

た
後
、
場
所
を
移
動
し
て
、
午
前
十
時
半
か
ら
大
明
寺
に
千

人
余
り
が
集
ま
り
、
平
和
を
祈
る
「
大
祈
祷
法
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
西
山
、
大
野
、
松
久
保
の
各
師
は
、

沢
山
の
信
者
に
囲
ま
れ
て
大
人
気
。
昼
食
の
会
場
ま
で
時
間

に
間
に
合
う
よ
う
に
連
れ
出
す
ま
で
一
苦
労
で
し
た
。
午
後

は
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
議
。
こ
の
四
年
間
の
成
果
で
あ
る
日

中
韓
友
好
姉
妹
都
市
大
会
、
日
中
韓
サ
ッ
カ
ー
Ｕ
21
大
会
等

の
三
カ
国
の
交
流
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
奇
し
く
も
、

直
前
に
、
北
京
で
日
中
韓
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」
構
想
が
論
じ
ら
れ
た
後
だ
け
に
、
ま
ず
は
「
文
化

の
共
同
体
」
を
築
く
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
と
の
発
言
に
参

加
者
は
共
感
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
中
国
側
の
努

力
に
対
す
る
讃
辞
が
異
口
同
音
に
発
せ
ら
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
次
回
、
日
本
で
の
開
催
方
針
が
伝
え
ら
れ
、
最
後
に
、

中
国
文
化
部
元
副
部
長
で
こ
の
た
び
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
長

を
務
め
た
劉
徳
有
氏
が
「
未
来
を
担
う
青
少
年
の
交
流
を
使

命
と
し
、
こ
れ
を
い
っ
そ
う
強
化
し
た
い
」
と
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

  

一
方
、同
じ
時
刻
に「
仏
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
行
わ
れ
て
お
り
、

西
山
・
大
野
・
松
久
保
の
各
師
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
揚
州

市
副
市
長
・
同
市
宗
教
文
化
局
の
方
た
ち
の
祝
辞
に
続
い
て

大
明
寺
住
職
・
能
修
法
師
が
挨
拶
。
宗
教
や
文
化
が
平
和
共

存
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
日
中
間
で
は
鑑
真
和
上
、
韓
中
間
で
は
崔
致
遠
が

果
た
し
た
役
割
を
再
評
価
し
、
顕
彰
に
勤
め
る
こ
と
が
重
要

と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
し
て
西
山

師
は
日
本
仏
教
も
近
代
に
至
る
ま
で
、
釈
迦
牟
尼
へ
の
原
点

回
帰
を
重
ね
る
傾
向
に
あ
る
が
、「
戒
律
」
と
い
う
仏
の
教
え

を
基
に
、
中
・
韓
・
日
の
仏
教
界
は
共
通
の
見
解
を
ま
と
め
、

三
カ
国
の
仏
教
界
が
協
調
し
て
仏
法
の
興
隆
を
図
る
べ
し
と

の
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
世
界
平
和

と
仏
法
興
隆
を
骨
子
と
す
る
「
揚
州
宣
言
」
に
、
全
員
が
署

名
を
し
て
終
了
。
夕
方
か
ら
は
、「
日
中
韓
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、
多
く
の
若
者
で
埋
ま
る
揚
州
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
中
国
お
得
意
の
雑
技
あ

り
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
は
テ
レ
ビ
で
も
中
継
さ
れ
、
後

に
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
も
報
道
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
日
中
韓

友
好
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

翌
十
六
日
は
、「
筆
会
」。
会
場
は
大
明
寺
・
鑑
真
書
画
院
。

主
催
者
お
よ
び
各
国
代
表
者
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
が
、
我
が

日
本
の
三
田
村
先
生
は
、
中
国
語
、
韓
国
語
と
日
本
語
の
三

カ
国
語
で
挨
拶
を
さ
れ
大
喝
采
。
冒
頭
で
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一
時
半
ま
で
各
国
の
代
表
作
家
は

自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
制
作
を
行
い
、
見
学
者
は
筆
を
扱
う
芸

術
表
現
を
十
分
に
堪
能
。
同
じ
素
材
、
技
法
で
も
、
表
現
は

幅
広
く
、
個
性
的
な
作
品
群
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

作
品
は
、
そ
の
ま
ま
鑑
真
書
画
院
に
寄
贈
、
収
蔵
さ
れ
三
カ

国
の
友
好
の
証
し
が
、
中
国
の
地
に
永
く
保
存
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
僧
侶
の
皆
様
と
芸
術
家
の
先
生

方
の
大
役
は
終
了
。
午
後
は
、
市
内
の
名
所
を
視
察
。
そ
し

て
最
後
の
正
式
行
事
は
、
大
明
寺
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で

の
「
仏
教
梵
唄
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」。
日
本
か
ら

特
別
参
加
の
華
道
の
方
々
も
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
さ
れ
、
終
わ

り
に
我
々
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
壇
上
に
上
げ
ら
れ
記
念
撮
影
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
二
月
末
に
揚
州
市
で
事
前
打
合
せ
を
し
て
か
ら
八
カ

月
、
以
降
、
様
々
な
や
り
と
り
が
あ
り
、
ま
た
、
現
地
へ
着

く
ま
で
は
不
明
な
点
も
多
々
あ
り
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
の
で
無
事
終
わ
っ
た
こ
と
に
大
変
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
今
年
は
日
本
開
催
」
昨
年
の
中
国
の
力
の
入
れ
よ
う

は
予
想
以
上
で
し
た
の
で
、
予
算
の
乏
し
い
民
間
団
体
が
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
は
大
変
で
す
。
幸
い
な
こ

と
に
故
・
平
山
理
事
長
の
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
こ
の
「
日

中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
国
際
交
流
基
金
が
率
先

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、「
東
ア

ジ
ア
共
同
体
」
構
想
が
三
カ
国
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

そ
の
「
文
化
」
版
と
も
言
え
る
も
の
で
、
こ
れ
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
、
政
治
・
経
済
レ
ベ
ル
で
の
三
カ
国
共
同
体
実
現

へ
の
礎
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
高
い
志

で
、
本
年
の
、
日
本
で
の
「
日
中
韓
文
化
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
五
回

日
韓
ゆ
か
り
の
地
へ

鑑 

真 

が
ん
じ
ん
（
六
八
七
年
〜
七
六
三
年
）

唐
の
学
僧
。
揚
州
江
陽
県
の
生
ま
れ
。
日
本
に
お
け
る

律
宗
の
開
祖
。
日
本
へ
の
渡
航
失
敗
五
回
。
暴
風
、
失

明
な
ど
の
苦
難
を
乗
り
越
え
七
五
三
年
（
天
宝
勝
宝
五
）

来
日
。
東
大
寺
に
初
め
て
戒
壇
を
設
け
、
聖
武
上
皇
以

下
に
授
戒
、
後
に
唐
招
提
寺
を
賜
っ
た
。
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二
〇
〇
九
年
五
月
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
西
部

ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
方
で

I
C
O
M
O
S
の
民
家
学
術
委
員
会

（
C
I
A
V
）
が
マ
ハ
ッ
ト
氏
の
企
画
で
行
わ

れ
た
。

　

彼
は
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
方
出
身
の
ド

イ
ツ
系
住
民
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
共
産
化
し
た

時
に
ド
イ
ツ
に
移
住
し
、
共
産
政
権
崩
壊
後
ル

ー
マ
ニ
ア
の
歴
史
的
集
落
の
調
査
と
保
存
に
尽

く
し
た
方
で
あ
る
。

　

次
い
で
十
一
月
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
北
東
部
の

ル
ー
マ
ニ
ア
の
建
築
遺
産

―
―
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
地
方
の
視
察
か
ら
―
―

前
野
ま
さ
る

M
asaru M

aeno

こ
け
ら

ぶ
き

筆
者
略
歴

一
九
三
十
二
年
中
国
長
春
生
ま
れ
、
日
本
建

築
史
・
市
民
運
動
、
前
・
日
本
イ
コ
モ
ス
国

内
委
員
会
委
員
長

モ
ル
ド
ヴ
ァ
地
方
の

修
道
院

ル
ー
マ
ニ
ア
と
は

ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の

建
築

筆
者
略
歴

一
九
三
十
二
年
中
国
長
春
生
ま
れ
、
日
本
建

築
史
・
市
民
運
動
、
前
・
日
本
イ
コ
モ
ス
国

内
委
員
会
委
員
長



編
集
後
記

　

皆
さ
ま
新
年
を
無
事
寿
か
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
、
去
る
十
二
月
二
日
に
当
財
団
の
平
山
郁
夫

理
事
長
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
法
の
定
め
る
規
則
に
従
い
、

新
理
事
長
の
選
出
、
ま
た
関
係
省
庁
等
へ
の
諸
手
続
き
で
新

春
号
を
例
年
よ
り
一ヵ
月
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
亡

き
平
山
先
生
と
の
「
お
別
れ
の
会
」
の
模
様
は
本
欄
で
速
報

と
し
て一部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
地
を
歩
く
こ
と
百
三
十
回
余
。
こ
れ
ほ
ど

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
歩
き
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
描
い
た
画
家
は
歴

史
上
、
平
山
先
生
の
み
で
し
ょ
う
。
本
財
団
誕
生
も
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
要
衝
で
あ
っ
た
敦
煌
の
莫
高
窟
遺
跡
の
保
存
問
題
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
次
号
夏
号
で
は
「
お
別
れ
の
会
」
の
詳
報
を

中
心
に
平
山
先
生
追
悼
の
特
集
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
心
に
残
る
新
た
な
平
山
先
生
の
像
が
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
十
七
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化

財
保
護
プ
ロ
ジェク
ト
支
援
基
金
」
は
、
本
年
で
終
了
い
た
し

ま
す
。
平
山
先
生
の
作
品
で
奈
良
か
ら
ロ
ー
マ
ま
で
た
ど
る
旅

を
中
心
に
こ
の
活
動
の
成
果
が一冊
の
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

こ
の
秋
に
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
次
号
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
日
・
中
・
韓
に
ま
た
が

る
国
際
文
化
活
動
の一環
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
こ
う
し
た

協
力
体
勢
の
伸
長
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
私
た
ち「
地
球
家
族
」で
す
が
、

国
境
を
越
え
、
民
族
を
超
え
、
宗
教
を
越
え
、
立
ち
塞
が

る
様
々
な
壁
を
乗
り
越
え
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
本
年

が
幸
多
い
、
充
実
し
た
良
き
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
「
在
外
日
本
古
美
術
品
保
存
修
復
カ
レ
ン
ダ
ー
基
金
」
は
二

千
八
百
三
十
五
名
の
皆
さ
ま
か
ら
三
千
五
百
十
二
部
の
応
募

を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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広
報
誌
「
絲
綢
之
路
」（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）

　
　
　
　
　
二
〇
一
〇
年　

新
春
号　

通
巻
第
六
十
二
号

●

★
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
発
行

★
編
集
発
行
／
財
団
法
人 

文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究　

　
　
　
　

  　

助
成
財
団　

事
務
局
Ⓒ

　

〒　
　　

  

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
二
ー
五
十

　

電　

話
（
〇
三
） 

五
六
八
五
ー
二
三
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
） 

五
六
八
五
ー
五
二
二
五

    U
R
L:http://w

w
w
.bunkazai.or.jp/

    E
-m
ail:jim

ukyoku@
bunkazai.or.jp

★
印
刷　

株
式
会
社　

東
都
工
芸
印
刷

し
ち
ゅ
う
の
み
ち

110
0007

お
願
い

　

名
作
「
仏
教
伝
来
」
の
誕
生
か
ら
五
十
年
。日
本
画
壇
に
新

風
を
吹
き
こ
ま
れ
た
平
山
郁
夫
先
生
が
昨
年
十
二
月
二
日
身

罷
ら
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
亡
き
先
生
を
偲
び
、
平
山
芸
術
の

原
点
で
あ
る「
仏
教
伝
来
」を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。先
生
は
玄

奘
三
蔵
の
人
生
に
常
に
御
自
身
の
人
生
を
重
ね
て
お
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

艱
難
辛
苦
を
乗
り

越
え
れ
ば
必
ず
や

大
い
な
る
喜
び
に

出
会
え
る
、
努
力

す
る
大
切
さ
を
こ

の
作
品
は
教
え
て

く
れ
ま
す
。平
山

先
生
に
感
謝
を
申

し
あ
げ
、
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

今
月
の
表
紙

岡
田
健
氏
が「
三
秦
友
好
奨
」を
受
章

○
賛
助
会
員
ご
入
会
並
び
に
ご
寄
付
の
お
願
い

　

当
財
団
で
は
、財
団
の
活
動
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
支
援
い
た
だ
け
る
賛
助
会
員
の
法
人
、個
人
の
方
々
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
正
会
員　

年
額（
１
口
）　　

50
万
円

　

個
人
正
会
員　

年
額（
１
口
）　　

１
万
円

　

維
持
会
員　

年
額（
１
口
）　   

10
万
円

財
団
案
内
お
よ
び
賛
助
会
員
入
会
申
込
書
の
ご
請
求
、そ
の

他
お
問
い
合
わ
せ
は
財
団
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
財
復
興
支
援
募
金
と
流
出
文
化

財（
文
化
財
難
民
）一
時
保
護

　

当
財
団
は
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
財
復
興
を
支
援
す
る

た
め
に
募
金
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。募
金
は
郵
便
振
替（
０

０
１
６
０
|
５
|
１
２
３
１
９
㈶
文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究

助
成
財
団
）並
び
に
財
団
宛
の
現
金
書
留
で
受
付
け
て
お
り

ま
す
。郵
便
振
替
と
現
金
書
留
に
は「
ア
フ
ガ
ン
募
金
」と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。お
問
い
合
わ
せ
は
、財
団
事
務
局
ま
で
。

　

な
お
、当
財
団
は
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を
受
け
て

お
り
、五
千
円
以
上
の
ご
寄
付
並
び
に
賛
助
会
費
は
税
法
上

の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
流
出
文
化
財
の
保
護

　

昨
年
六
月
、都
内
在
住
の
方
が
保
護
し
て
い
る
カ
ブ
ー
ル

博
物
館
旧
蔵
の「
貼
り
付
け
装
飾
ガ
ラ
ス
壷
」が
流
出
文
化

財
保
護
日
本
委

員
会
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。カ
サ

ピ
地
方
ベ
グ
ラ
ー

ム
出
土
の
一
世
紀

頃
の
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

陝
西
省
の
唐
代
陵
墓
石
彫
像
の
修
復
事
業
に
大
き
な
業

績
を
残
し
た
東
京
文
化
財
研
究
所
の
岡
田
健
氏
に
対
し
て
、

中
国
陝
西
省
人
民
政
府
よ
り
「
三
秦
友
好
奨
」
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

岡
田
氏
は
、
日
本
側
の
責
任
者
と
し
て
五
年
間
に
わ
た

り
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

日
中
の
石
造
文
化
財
の
修
復
技
術
の
研
究
開
発
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

篤
志
家
黒
田
哲
也

氏
が
資
金
を
提
供

し
て
、
当
財
団
と

陝
西
省
文
物
局
が

合
意
書
を
取
り
交

わ
し
、
日
中
共
同

で
西
安
郊
外
に
あ

る
唐
時
代
の
陵
墓

石
彫
像
を
修
復
整

備
し
た
も
の
で
す

故 

平
山
郁
夫
先
生
「
お
別
れ
の
会
」

　

昨
年
十
二
月
二
日
に

逝
去
さ
れ
た
平
山
理
事

長
の「
お
別
れ
の
会
」が

二
月
二
日
、ザ
・
プ
リ
ン

ス　

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東

京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式

典
に
は
三
笠
宮
崇
仁
殿

下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、二

七
〇
〇
人
以
上
の
人
々

が
献
花
し
て
お
別
れ
を

し
ま
し
た
。
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平
山
郁
夫
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、去
る
十

二
月
二
日
、十
二
時
三
十
八
分
、入
院
先
の
都
内
の

病
院
で
脳
梗
塞
に
よ
り
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。行
年
七

十
九
歳
で
し
た
。

＊

　

平
山
先
生
は
昨
年
六
月
頃
か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、創
作
意

欲
は
決
し
て
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
院
中
も
新
し
い
構
想
を
思
い
つ
か
れ
る
と
、即
座

に
そ
れ
を
画
用
紙
に
描
い
た
り
、あ
る
時
は
お
気
に

入
り
の
花
を
病
室
に
持
っ
て
こ
さ
せ
、こ
れ
を
和
紙

に
描
き
、彩
色
を
ほ
ど
こ
す
な
ど
、そ
の
姿
勢
は
健

康
で
あ
ら
れ
た
時
と
全
く
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。ま
た
気
分
の
よ
い
時
は
、制
作
中
の
平
城

京
遷
都
一
三
○
○
年
を
記
念
す
る
大
作
や
、こ
の
八

月
に
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
る
御

自
身
の
個
展
の
こ
と
や
独
自
の
絵
画
論
な
ど
を
担

当
の
お
医
者
さ
ま
や
看
護
士
さ
ん
を
相
手
に
熱
く

語
る
な
ど
、絵
に
対
す
る
情
熱
は
最
後
ま
で
失
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
山
先
生
と
い
う
大
黒
柱
を
失
っ
た
当
財
団
と

い
た
し
ま
し
て
は
、そ
の
痛
み
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
う
し
た
悲
し
み
を
乗

り
越
え
て
前
に
進
ん
で
行
く
こ
と
が
、残
さ
れ
た
私

た
ち
職
員
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
考
え
ま

す
。こ
う
い
う
時
で
あ

れ
ば
こ
そ
、私
た
ち
は

文
化
財
の
保
護
と
芸

術
文
化
の
発
展
の
た

め
に
、先
生
の
教
え
を

柱
に
そ
の
御
遺
志
を

継
い
で
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

平
山
先
生
の
卓
抜

し
た
指
導
力
の
も
と

で
発
足
し
た
当
財
団

で
す
が
、産
声
を
あ
げ

て
か
ら
二
十
二
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ
の

間
、多
く
の
皆
さ
ま
の
御
支
援
と
御
協
力
の
も
と
に

国
内
外
の
貴
重
な
文
化
遺
産
保
護
の
面
で
も
、ま
た

わ
が
国
の
芸
術
文
化
の
発
展
の
面
で
も
い
さ
さ
か

で
も
お
役
に
立
て
た
か
と
、自
負
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、こ
こ
数
年
の
世
界
的
な
経
済
状
勢
の
悪
化

は
当
財
団
の
運
営
面
に
お
い
て
も
影
を
投
げ
か
け

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　

こ
う
し
た
瞬
間
に
お
い
て
も
、多
く
の
傷
つ
い
た

文
化
財
は
救
い
の
手
を
待
っ
て
い
ま
す
。平
山
先
生

は
、敵
味
方
の
区
別
な
く
、戦
場
で
傷
を
負
っ
た
兵

士
を
救
う
べ
く
組
織
と
し
て
国
際
赤
十
字
を
創
立

し
た
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
に
倣
っ
て「
文
化
財
赤
十

字
構
想
」を
提
唱
、さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た「
文

化
財
赤
十
字
病
院
構
想
」に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
壮
大
な
構
想
を
具
現
化
す
る
に
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
力
で
推
し
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
、と
先
生
は
主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

膨
大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
も
明
白
で
す
。前
述
の

如
く
昨
今
の
不
況
下
に
お
い
て
は
官
民
共
に
こ
う

し
た
分
野
の
予
算
を
捻
出
す
る
こ
と
は
大
変
む
ず

か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
平
山
先
生
か
ら
課
せ
ら
れ
た
宿
題

で
す
。私
た
ち
は
一
日
で
も
早
く
答
え
を
出
し
、先

生
の
御
心
に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、平
山
先
生
は
天
国
に
お
い
て
病
苦
か
ら
解
放

さ
れ
、思
う
存
分
に
絵
筆
を
ふ
る
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

文
化
に
よ
る
社
会
貢
献
、文
化
に
よ
る
世
界
平
和

の
構
築
、平
山
先
生
の
か
か
げ
ら
れ
た
理
想
の
た
い

ま
つ
の
火
を
次
の
世
代
に
も
つ
な
い
で
ゆ
く
こ
と

を
お
誓
い
し
、あ
わ
せ
て
皆
さ
ま
と
共
に
御
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＊

　

次
回
、夏
号
に
お
い
て
平
山
郁
夫
先
生
追
悼
の
特

集
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。（

専
務
理
事　

小
宮　

浩
）

平山郁夫理事長を悼んで

2008年2月、鎌倉。アトリエの庭の梅の木の前で……。


